
3月2日(木)、交運労協と連合「交通・運輸」部門連絡会に
よる「2023春季生活闘争勝利 3.2総決起集会」が開催され、
航空連合からも12名が参加しました。航空連合の内藤晃会長
（交運労協副議長）から「2023春闘はコロナで最も大きな
影響を受けた交運労協の仲間が、自分たちの働く職場の魅力を
取り戻す極めて重要な闘いとなる。いきいきとやりがいを感じ、
誇りを持って、長く働き続けるためには、賃金や働き方を中心
とした労働条件の向上が必須である」とあいさつするとともに、
集会宣言を採択し、盛会のうちに閉会しました。
航空連合は、交通運輸・観光サービス産業などの仲間とも

引き続き連携し、今春闘の取り組みを進めていきます。
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参加者による団結ガンバローあいさつする内藤会長
（交運労協副議長）
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